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きフリゞしは

ここ近年、泉州とりわけ南部地域 では、関西新空港 の開港 に伴 い、開発が

急速に進んでいます。阪南町内でも空港埋め立てのための土砂採取事業が実施

されよ うとしています。教育委員会では、今年度 も文化財保護の立場か ら、 こ

うした開発 rC伴 う緊急、発掘調査を国庫補助事業 として田山遺跡等で実施 しまし

た。

田山遺跡は、以前に行 なわれた調査で中世期の漁労集落の存在が知 られてい

ますが、今年度 の調査でも中世期の土器を検出し峻した。 自然田遺跡は、昭和

60年度末に新規に指定 された遺跡で、その詳細 な性格は、つかめていません

が、石鏃等の石器をは じめとして中世～近世期の土器が検出されておりヽ縄文

時代から近世期にかけての遺跡の存在が推定されています。

これらの埋蔵文化財 とい うものは、ひとつひとつでは、それ自体は何も語 っ

ては くれませんが、地道に調査・研究がなされれば、私 たちの先人の生活を雄

弁に語 ってくれるものになります。

ここに今年度の調査成果を発表 します。少 しても多 〈の人 々に活用 され、私

た ちの先人のくらしを知る手がか りにでもなれば幸いです。

最後に調査に御協力を下さった土地所有者等関係各位に深 く感謝するととも

に、今後 も文化財の保護や保存・活用に御協力をお願いする次第 です。

昭和 62年 3月

阪 南町教 育委 員 会

教 育 長  庄 司 菊太郎



例 ロ

1.本書は、阪南町教育委員会が昭和 61年度国庫補助

事業 として計画 し、社会教育課が担当実施 した、阪南

町所在埋蔵文化財包蔵地の発掘調査概要報告書 である。

2.調 査は、阪南町教育委員会社会教育課三好義三を担

当者とし、昭和 61年 4月 1日 に着手 し、昭和 62年

3月 31日 に終了した。

3.調査にあた っては、清水恭子、田中 亘、松下庄一、

石原圭昭、山中庸祐、東 公美、森 一恵諸氏の援助

をうけた他、大阪府教育委員会石神 恰・森屋直樹、泉

佐野市教 育委員会鈴木陽一諸氏か らは懇切な指導を賜

った。また、調査地の土地所有者等関係各位か ら協力

を得た。 ここに記 して感謝の意を表 したい。

4。 本書の編集は三好が行 い、執筆は出土遺物 (石器 )

を清水が、その他は三好が行 った。
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1章  調査に至る経過

阪南町は大阪府南部に位置する。関西新空港の建設が隣接する泉南市、田尻

町、泉佐野市沖の大阪湾上ですすめられてお り、空港埋め立 てに用い られる土

砂採集事業が阪南町で行われ ようとしている。 この空港建設に伴い、近年阪南

町域での開発 も急、激に増加 している。阪南町では  ヽ こうした開発行為に伴 う埋

蔵文化財発掘調査を昭和 60年度にひき続 き、国庫補助事業 として行い埋蔵文

化財の保護や保存・活用をはかることとなった。

今年度の調査は、別表の通 りであるが、その 77■ とん どは、個人住宅建設等の

比較的小規模なものである。しかし、昨年度 と比較 して届出件数は倍増してお

り、今後 も急、増 するものと思われる。

遺 跡 名 地 区 調 地査 申 請 者 土木工事の目的 面積 (π3)

田 山 遺 跡

神 光 寺
(蓮池 )遺跡

(`86-1

カヾ86-2

86-3

'｀86-4

木86-5

86-6

パ86-1

阪南町箱作 2017の 1番地

ル 箱作 2344の 3番地

|
|

箱作 2027の 1番地先  |

箱作 1995の 3番地

箱作 1769の 1～ 1830の 6
番地

箱作 1782番地先

石田 198の 1～
199の 1番地先

石田 493の 6番地

石田268の 1～ 267番地先

石田 283の 1番地

飯 田   守

南府建設株式会社
麻生川 幸 志

飯 田   守

泉営工株式会社
増 田 豊 次

福 田 佳世子

長

長

町

町

長

　

ム
社
志

　

長
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会
正
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マ
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人 住 宅
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道  管
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河 川 改 修

住

河 川 改

水

宅

修

道

520。 63

298.92

12

298

420

54

64

11879

12.6

1.2
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L性 1
地 区 調   査  地 申 請 者 土木工事の目的 面積 (7738)

山
群

田
墳
　
　
″

高
古

金剛寺遺跡

玉田山遺跡

自然田遺跡

跡遺掛員

|“
」

1 86-2

86-3

86-4

86-5

86-1

86-2

86-3

86-4

86-1

86-1

※
試 掘

※86-1

86二 2

86-3

86-4

阪南町桑畑 599の 21番 地

自然田 1913の 29番地

自然田 169の 28～
268の 4番地先

自然田 273の4番地

自然田 1913の 29番地

員掛 629の 1～ 630の 1
番地

員掛 1764番地先

員掛 1246番地先

員掛 339番地先

南海団地西 3の 19

自然田 1918番地

自然田 758番地他

長

西 秀 男

大阪ガス株式会社
南部導管事務所
所長 鷺島敏憲

中 嶋 達 明

平 野 雅 彦

長町

明

　

士冗
社

一　
　
長

販

達
　
）
会
清

嶋
　
痛
式
宮

阪

中

　

大
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三

　

町

長町

町

長

　

産
社
三
　

夫

動
会
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該
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式
形

　

野

町

　

大
株
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芝

郎

　

産
社
三

り

　

動
会
邦

不

野

　

正
式
形

古

　

大
株
阿

管スガ

共 同 住 宅

道 路 4‐i 修

個 人 住 宅

道

成

水

造

道水

舗

　

　

宅

店

住

河 川 改 修
(釈 迦 坊 川 )

(久 掘 り||)

(花 折 り||)

遊 具 設 置

宅 地 造 成

個 人 住 宅

|

1.0

320.03

43.7

213.32

1.5

735.9

70

75

80

3.7

3

889.4

608

724.72

120.45

121.37

※本書において報告をおこなった調査地区 (7件 )
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2章  歴 史 的 環 境

現在、阪南町域には三十数 ケ所の旧石器時代か ら近世までの埋蔵文化財包蔵

地が周知されている。

旧石器時代の遺跡 としては、神光寺 (蓮池 )遺跡から有舌尖頭器が出土 して

いる。

縄文時代では、玉田山遺跡、田山遺跡等から石鏃 など縄文文化に伴 う石器が

検出されているが、縄文土器の出土例はない。今後発掘調査が これ らの遺跡内

でおこなわれれば検出される可能性はあろ う。

弥生時代には、神光寺 (蓮池 )遺跡で中期の方形周溝墓の存在が知 られてい

る他、田山遺跡では、後期の甕片が出土 している。とりわけ神光寺 (蓮池 )遺

跡ではヽ この方形周溝基に伴 う集落等の存在が十分に推察できよ う。

古墳時代には、中期に箱作古墳が、後期に玉田山古墳群・塚谷古墳群が築造

されているが、集落跡等は未検出であり、 これか らの調査が期待される。

奈良時代から平安時代 にかけてでは、神光寺 (蓮池 )遺跡 において、平安時

代後期頃の瓦が出土 しヽ当時 より寺院が存在 していたよ うである。その他、田

山遺跡でも井戸が検出されている。

中世期 も神光寺 (蓮池 )遺跡で瓦が検出されている。また田山遺跡では、蛤

壷や製塩土器の出土が報告 されてお り、漁労集落としての様相を呈 していょぅ。

近世期としてはヽ神光寺 (蓮池 )遺跡か ら瓦が検出されている。 この他、箱

作 ヾノバ石切場、同細谷石切場 など、 この地方特有の和泉砂岩の石切 り場跡が

確認 されている。

以上が町内の遺跡の概要 であるが、神光寺 (蓮池 )遺跡・田山遺跡以外では

調査があ校り行われ てか らず、実体がまだ把握 されていないのが現状 である。

今後ヽ調査が行 なわれれば、他の遺跡に関 しても徐 々にその実体を明確にする

ことができよう。
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皿田池古墳

平野寺 (長楽寺 )跡

高田山古墳群

雨山遺跡

玉田山古墳群

玉田山遺跡

寺田山遺跡

岩崎山遺跡

石田山遺跡

11 塚谷第 1号墳

i2 塚谷第 2号墳

13 塚谷第 3号墳

14 塚谷第 4号墳

15 塚谷第 5号墳

16 箱作古墳

17 三昧谷遺跡

18 三升五合山遺跡

19 貝掛遺跡

第 1図

20 神光寺(蓮池 )遺跡

22 田山遺跡

24 箱作今池遺跡

25 茶屋遺跡

26 四郎太郎遺跡

27 稲九遺跡

28 井山城跡

29 箱作 ミノバ石切場跡

30 師道谷遺跡

3: 箱作細谷石切場跡

32 玉田山須恵器窯跡

33(府 規)史 王田山上方下円墳

34 井関遺跡

35 自然田遺跡

36 箱作仏屋谷石切場跡

37 飯 ノ峯畑遺跡

38 全剛寺遺跡

阪 南 町 内 遺 跡 分 布 図
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3章 調 査 成 果

1節 田 山 遺 跡

86-1区

1.位 置 (第 203図 )

本調査区は、個人住宅建設に先立つ事 前調査である。田山遺跡のほぼ中央部

に位置 し、かつて (財 )大阪文化財センターが道路建設に先立 ち調査を行 なっ
Ql)

た地区に隣接 している。 この文化財 センターによる調査では、漁労集落・石工

集団の存在を裏づける遺物が出土 している。

調査は、対象地に 2%× 2%の トレンチを 3ケ 所、 1.4%× 1%、 2%× 1.4

%の トレンチを各 1ク 所設定 し、入力で掘削をお こなった。

2.層 序 (第 4・ 5図 )

基本的な層序は、上層より第 1層耕作土、第 2層淡褐色土、第 3層灰色砂質

土、第 4層明灰色砂質土、第 5層淡灰褐 ン
グ
ニ縫

色 シル ト、第 6層 黄褐色粘土 (地山)で あ

る。第 3～ 5層 か ら土師器片、須恵器片、

蛤壺片、陶磁器片、瓦器片等 が出土 した。

3.遺  構 (第 405図 )

調査対象区北側 に設定 した 2%× 1.4

%の第 1ト レンチ、 1.4%× 1%の第 2

トレンチでそれぞれ土坑 と溝 を検 出 した。

第 3～ 5ト レンチでは、遺構 は検 出され

なかった。

SK-01

径約 0.8%、 深 さ約 0.2%の 土坑 を検

出した。埋土は暗灰色粘質土、灰色粘質

土である。遺物は検 出されなか った。

SD-01

卜=撃丁
ギ

86-3区

0
´ノ  l

200M rイ

1     1タ

可
」 」

~｀

~~¬ ~｀ ■ヽ
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第 2図  田山遺跡調査区位置図
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幅 1%以上、深さ約 0.5

%の溝で、遺物は検 出され

なかった。

4.遺 物

(第 6図・遺物観察表 1)

1は須恵器の蓋である。

2は 同 じ〈蓋であるが、壺

のものと思われる。内外面  第 3図

にヨコナデが施 されている。 3は

須恵器外片で内外面にヨコナデが  ~

施 されている。 4は須恵器の長頸

壺の口縁部 と思われる。 口唇部に

釉がみ られる。 5は 須恵質の鉢で

口縁部外面に釉がみ られる。 60

7は須恵器の高台部である。 8は

＼

田山遺跡 86-1区

夢
“

L__二_´」:麟∬υ

５Ｔ□
４Ｔ□３Ｔ□

トレンチ位置図

に ―¬
m

第4図 田山遺跡 86-l区
1にルチ平面図・断面図

第 5図 田山遺跡 86-l区

2・ 3に″チ平面図・断面図

土師質の壺の破片で、製塩土器の口縁部 であろ う。 9は土師質の外で、口縁部

は ヨコナデ調整がみ られる。 10012は 瓦器婉で、 12の 内面には暗文が施

されている。 11は土師質の管状土錘 である。

′宅 ニ

1

7

第 6図  田山遺跡 86-1区  出土遺物

86-2区

1.位置および調査の概要 (第 2・ 7図 )

本調査区は、事務所建設に先立つ事前調査 である。田山遺跡の南東端に位置

-6-



事  務  所

第 7図  田山遺跡  86-2区  トレンチ位置図

する。 申請地が以前に盛土 されてお り、建物 の基礎部分 が遺構面まで達 しない

ことから、建物前の駐車場部分に6.5%× 2.5%の トレンチを設定し、掘削を

お こなった。

人為的な遺構は検出されなかったが、 トレンチ全面に流路を検出 した。立 ち

上が りを トレンチ内で確認できなかった ことか ら、かなり大規模な流路と思わ

れる。また、土砂の堆積状態か らその流れは、 トレンチの長軸方向とほぼ一致

するものと思われる。

2.層 序 (第 8図 )

盛土以下の基本的な層序は、第 2層暗灰色土 (耕作土 )、 第 3層暗灰褐色 シ

ル ト、第 4層灰褐色 シル ト、第 5層淡灰褐色シル ト、第 6層褐色シル ト層であ

り、以下の第 708層 は、砂粒子や礫を多量に含んでお り、流路の埋土と思わ

れる。第 3～ 6層 中か ら、土師器片、須恵器片、瓦器片等が十数点検出された。

3.遺 物 (第 9図 ・遺物観察表 1)

1は 土師質の外である。体部にナデ調整がみ られる。 2は 瓦器の小皿で、体

部か ら口縁部にかけて ヨコナデ調整が施されている。
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19.Om

l感土
2暗灰色土 (旧耕作土 )

&暗灰褐色シル ト

4灰褐色シル ト

i淡灰褐色シル ト

a tB色 シルト

7.灰色粘砂土

&灰色砂レキ土

0

＼

86-4区

1.位置および調査の概要 (第 2・

本調査 は、倉庫建設 に伴 う調査 で

ある。本調査区 は、田山遺跡 のほぼ

中央部 に位置 し、 86-1区 同様 に

(財 )大阪文化財 センターによって

調査が実施 された道路 に隣接 してい

る。

調査 は、申請地のほぼ中央 に 1%

× 5"Z、  2%× 1.5"9、  1%× 1.5

%の トレンチを設定 し、入力で掘削

をお こなった。遺構 は検 出されなか

った。

第 8図  田山遺跡 86-2区  断面図

第9図 田山遺跡
86-2区 出土遺物

10図 )

E13T

Eコ 2T

嘲 m

第 10図 田山遺跡 86-4区 トレンチ位置図
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2.層  序 (第 H図 )_                           _18.5m

基本的 な層序 は、上  ヽ

層より第 1層灰色土(耕  :【::艦れω

作土 )、 第 2層 灰褐色 第‖図

微砂土、第 3層黄褐色粘土 (地山

片、土師器片等が検出された。

3.遺物 (第 12図・遺物観察表 1)

102は 瓦器の坑、皿 で、 2

の体部には指圧痕がみ られる。

3は 土師器の皿 で、 4は 土師質

の高台部である。 この高台部は

削 り出しrCよ るものであろ う。 5

よる。

ヒ__L_三ビ4
ヽ    L

田山遺跡 86-4区 トレンチ断面図

)で あった。各 トレンチの第 2層 から須恵器

ヽ≡≡コ戸三≡″   ♀ 1…
'cm

第 12図  田山遺跡 86-4区 出土遺物

は須恵器の高台部 であ り、高台は貼 り付けに

86-5区

1.位 置 (第 13図 )

本調査は、阪南町によりすすめられている排水路付設工事 に先立つ調査であ

る。阪南町は、田山遺跡の南方にとかる通称水道道に 1.2%× 1.2%の雨水排

水路溝 (ボ ックスカルバー ト)を 延長 170%に わた り付設する計画であった。

このため、水道管の位置の確認と試掘調査を兼ねて、申請地を数ケ所掘削をお

こなった。この試掘調査の結果、申請地のほとん どは、以前の水道管付設工事、

道路工事等 により、包含層が存在 していなかった。 申請地の西端部約 25%間

のみ若干包含層の残存が確認された。 このため、 この約 25%の 間で本調査を

実施することとした。

本調査区は、田山遺跡の北東端に位置する。以前の道路、水道管工事等によ

り、盛土されている部分 (約 0。 7～ 0。 8%)を パ ックホウで除.去 したのち、第

1、 2層 (約 0.3%)を 入力で掘削 した。
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第 13図  田山遺跡 86-5区  調査区設定図

2.層 序 (第 14図 )

以前の工事 で うけた掘削・盛土以下の基本的な層序は、上層 より第 1層 灰黄

色微砂土、第 2層暗灰色微砂土、第 3層青灰黄色粘土 (地 山 )で あった。第 2

層より土師質土器片、須恵器片等が検出された。

3。 遺 構 (第 14図 )

調査区東方において地山面で溝、土坑を検出した。

SK-01

径約 0.6～ 0.8%、 深さ約 0。 15%の 土坑を検出した。埋土は第 2層暗灰色

微砂土であった。埋土中か ら須恵器甕片、土師質土器片が出土 した。

SD-01

幅約 0.5%、 深さ約 0.15%を 呈する。埋土は暗灰褐色土、灰褐色粘質土で

あり、土師質土器 (蛤 壺 )片 が検出された。

SD-02.

幅約 1.2～ 1.8π 、深さ約 0.25π の溝。埋土は淡灰褐色粘質土等であるが、

遺物は検出されなかった。

-10-



86-5区 平面図・断面図
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4.遺 物 (第 15図・遺物観察表 1)

1は 須恵器 の外 と思 われ る。外部に回転ヘラク

ズ リ、 ヨヨナデ調整がみ られる。 2は 土師質土器の

高台部で、器種は婉であろう。高台は貼 り付けで、

高台内に炭素の吸着がみ られる。先述 した SK-01

より出土 した。

2

ヽ 、           |

第 15図 田山遺跡
86-5区 出土遺物

一‐．．̈一

5。 小 結

今回の調査では、第 2層 とした暗灰色微砂土は中世期の土器を含み、中世期

の耕作土と考え られる。また、 この第 2層 の下にす ぐ地山一第 3層青灰黄色粘

上がみ られた。 これは一昨年度 に行われた調査 とほぼ同 じ様相を示 している。

(註 2)
その報告によると、中世の時期に地下げを伴 う耕地の造成が行 なわれたと推定

されるとしてお り、その調査地か ら東方へ約 150%離 れた本調査区において

も検 出された ことか ら、付近一帯が中世期にはすでに耕作地として利用され て

いたよ うである。また、本調査区東端部におい ても第 2層が明瞭に存在 した こ

とから、田山遺跡の範囲が東方に延びる可能性があるといえよ う。本調査区の

付近一帯が中世期には笛造荘と呼ばれる京都上賀茂神社領であった記録が残さ

れており、その頃か ら存在していたであろ うとされる加茂神社が東方に位置す

る。 この加茂神社 より北東部に現在は集落が集中している。 これ らの ことか ら、

調査区一帯は中世期に大規模な開発がおこなわれ、上賀茂神社領笛造荘 として

経営 されていたよ うである。 しかし、一方では漁労関係遺物が大量 に検出され

てかり、農耕、漁労 といった二面性をもった集落であったよ うである。
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2節  自然 田遺 跡

試 掘 調 査 区

1.調査に至る経過および位置 (第 16図 )

本調査は、大正不動産株式会社が、本町

自然田 758番 地先の宅地造成工事 を行 う

にあた り、提出した埋蔵文化財の存否の確

認調査依頼に基 づ〈。調査はヽ大阪府教育

委員会より技師の派遣を うけて実施 した。

申請地は、従来 より縄文時代の遺跡とし

て知 られる玉田山遺跡、古墳時代後期の玉

田山古墳群が存在する玉田山の北方約 300

%の地点に位置する。北西方向には菟砥川

が流れ自然田の集落を貫通 している。

申請地は、宅地造成を工事 の目的とする

が、 トレンチとしてその宅地内道路部分約

890だ の掘削を行 なった。まず盛土をバ

ックホウで除去 した後、以下の土層を入力

で掘削 した。

2.基本的層序および調査の概要

申請地は宅地造成のため約 0.8～ 1%程 の盛土がお こなわれてお り、盛土以

下の基本的層序は次のとお りである。

第 1層  灰黄色粘土層 約 0.2～ 0.3%

第 2層  灰色シル ト層 約 0。 4%

第 3層 黄褐粘土層 (地山 )

第 1・ 2層 より、土師器・瓦器・須恵器等の破片やナイフ形石器、石鏃、サ

ヌカイトの景」片が検出されたが、遺構は検出されなかった。

-13-
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第 17図  自然田遺跡 試掘調査区出土遺物

3.遺 物 (第 17・ 18図 )

一 土器 一 (遺物観察表 102)

102は 須恵質の鉢 で、内外面にヨコナデ調整が施 され、 2の外面には指圧

痕が若干み られる。 9は 須恵質の婉の高台部で、内面にもみ圧痕がみられる。

高台 は貼 り付 け に よる。 3は瓦質の片口鉢である。 406～ 8は 瓦器婉で、

5・ 11・ 12は 瓦器皿 である。 10は青磁の碗で、内外面に貫入がみ られる。 13～

18020は 土師器の婉 で、19・ 21・ 22は土師器の皿である。

一 石器 一

自然田遺跡において発掘された石器はすべてサヌカイ ト製 であ る。 1は 縄

文時代の凹基無茎式石鏃で、基部は一部欠損 し、長さ 2.6 οπ、幅 1.75m、 厚

さ 0.5mを はかる。 2は横長祭J片 である。背面は 5つ の祭J離 面か らなり、縦

‐Ｏ

Ｊ
ｃ
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―

1・ 203
S=1/1

2.3 θπ、横 2.9 5σπ、厚 さ

0.6 θπをは か る。 3は 横

長景J片 でありヽ縦 1.6 οπ、

横 1.9 οπ、厚 さ 0.4 σπをは

かる。 203は 風化の状態

などか らみ て、旧石器 と思

われる。 4は 後 期 旧石 器

時代 の第 Ⅱ段階 のものと思

われるナイフ型石器 であり、

比較的大型 の横長乗J片 を素 第 18図  自然田遺跡 試掘調査区出土石器

材 としている。背面には腹面か らの調整 fll離 がみ られ、腹面側の刃部 は 自然面

を用いている。縦 3.6 οπ、横 10。 2 οπ、厚 さ 1.3 οπをはかる。
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4. /1ヽ  結

今回の試掘調査では、遺構は検出されなかったが、遺物包含層の存在が確認

でき、石器、各種土器片が出土した ことの意義は大 きいものといえよう。 この

試掘調査の結果 により、自然田遺跡が新たに周知の埋蔵文化財包蔵地 として、

とらえ られる ことになった。

さらに、包含層より出土 した大型のナイフ型石器は、先述 したように後期旧

石器時代第二段階に属するものと考え られる。 これまで阪南町で最古の遺物 と

してとらえ られていた蓮池出土の有舌先頭器が後期旧石器時代第二段階 のもの

であるので、 このナイフ型石器は、阪南町の歴史を約 2千～ 1万年遡 らせるも

のであろう。 このナイフ型石器の他にも、旧石器時代に属すると考え られる■ll

片 も検出されてお り、少なくともこれまで考え られていた時期 よりも以前には、

人 々の生活跡が存在していたよ うである。

また、石鏃 も 1点検 出されているが、縄文土器は 1点 も出土 していない。隣

接の玉田山遺跡か らも縄文時代のものと考えられている石鏃が検出されている

が、土器は出土 していない。これは どうい う理由による ものであろ うか。今後

調査が進めば土器 も検出される可能性は十分にあるので、今後の調査に期待 し

たい。

86-1区

1.位 置 (第 16・ 19図 )

本調査は、個人住宅建設に先立つ事前調査である。調査区は、先述 した確認

調査によって発見 された 自然田遺跡の南西端 に位置 し、丘陵の先端の比較的平

坦な音5分 にあたる。

申請地内に 1%× 25%、 2%× 2%、  1.5π ×8π 、 lπ × 2.5π の計 4

ケ所の トレンチを設定 し、入力で掘削を行なった。

2.層 序 (第 20図 )

基本的な層序は、上層 より第 1層耕作土、第 2層褐色微砂土、第 3層灰色微

砂土、第 4層灰褐色微砂土、第 5層黄褐色粘土 (地 山 )で あった。第 3・ 4層

-16-



より瓦器片等が出土 した。

3.遺 構 (第 20図 )

第 3ト レンチ (1.5%× 8"0)で 溝 (SD-02)

と自然流路各一本を検 出し、第 4ト レンチ (1%× 2.5

π )で その溝 の続 きを検 出 した。 また第 1ト レンチで

溝 を検 出 した。

SD-01

第 1ト レンチで検出 した幅約 0.5π 、深 さ約 0.15

πの溝である。埋土は、灰褐色微砂土 、灰色 シル トで

ある。遺物は検出され なかった。南西か ら北東方向に

流れ るもの と思われ る。

SD-02

第 3・ 4ト レンチで検 出され、幅 0.6～ 0.8π 、遺

構確認面 (地山上 )よ りの深 さ約 0.2π を呈する。埋

土は 、灰褐色微砂土 ヽ茶灰色微砂土、茶灰色砂層で、

第 4層 より掘 り込 まれている。埋土中 より中世期の も

の と思われる土師質土器片を数点検 出 した。

第 3ト レンチ西端 で検出され、幅 1.5π以上、遺構

確認 面 よりの深 さ約 0.5π を呈 する。埋土中からSD一

〇 2で検 出された土師質土器片 と同様の土器片が数点

出土 した。
第 19図 自然田遺跡 86-l区
トレンチ位置図

4.遺 物

実測可能 な遺物 は検 出されなかったが、第 1～ 4ト レンチのすべてか ら、

土師器、土師質土器、須恵器、陶磁器の破片が検出された。

SD-020流 路で検出された土師質土器は、胎土に 0.5～ 1″大の砂粒子

を多 く含んそお り、焼成 もよくない。以前に実施された神光寺 (蓮池 )遺跡 の

路流

- 17 -―



調査 で も、同様の土器が検 出され

ている。

5.小  結

自然田遺跡は、先の試掘調査 に

より新規に指定 された遺跡 である。

先の調査 では、旧石器時代か ら中

近世 に至る遺物 を検 出 したが、遺

構の存 在は確認 で きなか った。今

回 の調査 で、中世期のものと思わ

れる溝 や流路 を検 出 した ことは、

付近一帯に生活圏が存在 していた

ことの根拠となろ う。 このよ うな

意味 におい て、今回の調査は意義

が大 きかったといえよ う。
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第20図  自然田遺跡
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3節  神光寺 (蓮池)遺跡

86-1区

1.位置および調査の概要 23図

本調査区は、河川 (排水路 )改修に先立つ事 前調査

である。神光寺 (蓮池 )遺跡の西部に位置し、昭和 55

(1980)年 に発掘調査が行なわれた地区に隣接 し

ている。その調査では、弥生時代中期の方形周溝墓や

土坑等が検出されている。

工事 により掘削 される約 2%× 約 33%を 調査区と

して設定 したが、以前にかなり攪乱を うけてお り、遺

構 も検 出されなかった。

2.層 序 (第 22図 )

基本的な層序は、上層 より第 1層耕作土、第 2層灰

褐色微砂土、第 3層淡茶灰色微砂土、第 4層淡灰褐色

微砂土、第 5層茶褐色微砂土、第 6層黄褐色粘土 (地

山 )で あった。第 2～ 5層 より瓦、瓦器ヽ土師器、須

恵器等の破片が検 出された。
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第21図  神光寺遺跡 調査区位置図
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トレ ンチ

第 23図  神光寺 (蓮池)遺跡  86-1区  トレンチ位置図

3.遺 物

一 石器 一 (第 24図 )

1は サ ヌ カイ ト製 で t弥生時代の石鏃 と思われるが、先端部及び基部が欠

損 しているため形態はわか らない。長 さ 3.O θπヽ 幅 1.8 θπ、厚 さ 0.5 5θπをは

かる。 2も サ ヌカイ ト製 の縦長剥片で、腹面には明瞭 な打瘤裂痕を有する。

縦 2.9 σπ、横 1.9 5σπ、厚さ 0.5 σπをはかる。

第 24図  神光寺 (蓮池)遺跡  86-1区  出土石器 (S=1/1)

一 土器 一 (第 25図 ・遺物観察表 2・ 3)

1～ 407～ 10は 瓦器婉 である。 708の 高台部は貼 りつけによる。 5

・ 6は 瓦器皿 で ある。 11は 須恵器 片で ある。 12・ 13は 土師質の羽釜

・壺である。 14～ 18020・ 25～ 27・ 30は 土 師器 の婉 であ り、 21

～ 24・ 28・ 29は 同 じ く皿 である。 31は 須恵器 の甕 の 口縁 部 と思わ

れ、内外面に ヨヨナデ・調整痕が明瞭に残る。 32・ 34は磁器の碗である。

33は磁器の鉢で外面に貫入 と蓮弁の退化 したと思われる文様がみ られる。

=20-
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35は 萩焼 の婉 で ある。36は美濃焼の陶器で、底部外面は無釉 である。 37

・ 38は 伊万里の小碗 で、 37の 内面には上絵付の痕跡がみ られる。 38の外

面には界線が一本巡っている。 39は施釉陶器で、貫入が内外面にみ られる。

外面に染付が施 されている。 40は伊万里の小碗で、内外面に草花文の染付が

施 されている。 41は 伊万里の碗 で、高台畳付の部分は釉がふ きとられている。

42も 伊万里の碗である。二次焼成を うけている可能性がある。 43は 備前の

橘鉢で、 7本単位の橋 り目が施 されている。 44は土師質の管状土錘 で完形品

である。 45は 青磁碗 で、外面に比較的 しっかりした蓮弁がみ られる。搬入品

であろ う。

(註 1

(註 2

(註 3)

『 田山遺跡』    (財 )大阪文化財センター 1983年

『 田山遺跡
・神光寺遺跡発掘調査概要 』  阪南町教育委員会

1986年

『 神光寺跡発掘調査報告書 』 阪南町教育委員会 1982年
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4章

以上、昭和 61年度 の成果を報告 した。田山遺跡 4件、自然田遺跡 2件、神

光寺 (蓮池 )遺跡 1件 の報告の うち、遺構が検出されたのは、わずかに 3件の

みであったが、自然田遺跡・神光寺 (蓮池 )遺跡 で石器が検出された他、各遺

跡か ら古墳時代～近世期の土器が出土 した。

とりわけ、自然田遺跡が新たに周知され、旧石器時代 のものと思われるナイ

フ形石器が検出された ことの意義は大 きいといえよ う。この石器が北側に隣接

し、縄文時代の石器が検出されている玉田山遺跡か ら流れ込んできたものとも

考え られ、自然田遺跡が旧石器時代以降の遺跡であると断言できないが、先述

したよ うに、 これ校で阪南町内では、神光寺 (蓮池 )遺跡の有舌尖頭器が旧石

器時代唯一の遺物であったので、 このナイフが阪南町にかける旧石器時代の遺

跡の存在を裏づける資料 になった といえよう。

また、田山遺跡では 86-5区 で、遺跡の最東部を調査 し、遺物包含層を検

出した ことによりヽ遺跡の範囲がさらに東方に拡がる可能性がでてきた。今後

周辺での分布調査、試掘調査が期待 されよ う。

以上のように、今年度の調査は比較的小規模な開発 に伴 う調査 で あったに

もかかわ らず、かなりの成果をおさめることができた。先述 したよ うに、阪南

町域 では関西新空港の建設 に伴い様々な開発が予想される。今後埋蔵文化財の

保存・保護等の対策を施す必要があろう。

めとま
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遺 物 観 察 表 (1)

挿図番号

図版番号

名

区

跡遺

地
出土地点 器  種

法 (Ca)
焼 成 胎 土

色    調
(内   面 ) 備  考

口 径 1 器 高 高台怪

第 6図 -1
図 版 -6

田 山 遺 跡

86-1区
第 3ト レ″

須,g器

蓋
(1.2 ) 良  好 密

淡   灰   色
(灰     色 )

つまみのみ残

存

第 5ト レンチ
須.感器

蓋
(13.8) ) 淡 灰 色

-3
図 版 -6

第 3ト レンチ
須恵器 ( 38) ) 黄 灰 色

第 5ト レ″
須恵器

長頸壺
(102) (08 )

灰

(淡  灰
色

色 )

-5
図 版 -6

邦 3ト レンチ
須恵器

鉢
(260) (3.75)

灰   白   色
(灰     色 )

□緑部外面白

然釉

‐   -6
図 版 -6

須恵器
) (100)

黄   灰   色
(淡 責 灰 色 )

図 版 -6
第 1トレンチ (095) ( 86) 淡 黄 灰 色

-8
図 版 -6

土師質

壺
(lQ3) (22 ) 非常に組 t 明 責 灰 色

-9
図 版 -6

第 4ト レンチ
瓦  器

婉
(14.5) ) 密 黒 色

第 5トレンチ (183) (1.65) 暗 責 灰 色

第 4ト レ″
土師質

土錘

直径

( 1.1)

残存長

(1.8 )
赤 褐 色 %残

図 版 -6
第 2ト レンチ

瓦  器
婉

) ( 5.7) 黄 灰 色

第 9図 ― l

図 版 … 6

田 山 38跡

86-2区
土師器

婉
(122) (235) 淡 黄 茶 灰 色

-2
図 版 -6

瓦 器
小皿
( 7.2) (1.6 )

密 (1‐ 人の砂粒子を
合む )

明 灰 茶 色

(暗  灰  色 )

第 12図 -1 田 山 遺跡
86-4区

第 1ト レンチ
瓦  器

婉
(124) (:.2 )

黒   灰   色
(暗 黒 灰 色 )

-2 瓦  器
皿
(160) )

黄 灰 13色
(責  灰  色 )

-3
図 版 -6

土師器 (146) (1.4 ) 密 (微砂粒子を含む )
色

＞色

灰

灰茶

茶

責淡

暗

＜

第 3ト レンチ
土師質

(09 ) ( 45) 密 淡 責 灰 褐 色

図 版 -6
第 1トレンチ

須.恵器

不
(1.1 ) (11.2)

淡 明 灰 色

(嗜  灰  色 )
高台高 o5“

第 :5図 -1
図 版 -6

田 山 遺跡

86-5区
色

土

灰

砂

哺

微

須恵器

不
(09 )

白   灰    色
(淡 青 灰 色 )

-2
図 版 -6 上 坑 l

土師器

塊
(26 ) ( 64)

色

＞色

白

褐

茶

茶乳

淡

く
高台高 :9“

第 17図 -1
図 版 -7

自然日1遺 跡 灰黄色帖土
須恵質

鉢
(336) (3.35)

責   灰   色
口縁al外 面嗜 責灰色

(3.2 )
底径

(11.2)
責 灰 色

-3
図 版 -7

瓦  質
鉢
(32 ) (47 )

暗 責 灰 色

(暗  灰  色 )

-4
図 版 -7

瓦  器

婉
( 9.4) (1.7 )

黒   灰   色
(一 部 責 灰 色 )

灰 責 色 土
瓦  器
( 64) (1.: )

色

＞色

灰

灰黒

嗜

く

灰責色帖土
瓦 器
婉
(13.6) (■ 2 )

淡   灰   色
(灰     色 )

-7
図 版 -7

(075) ( 25)
黒 灰 黄 色

(淡  灰  色 )

(1.5 ) ( 4.4)
色

色

褐

灰晴

責

郎

明

一

高台高

(040
-9

図 版 -7
須恵質

婉
(27 ) ( 80) や や 粗

淡 乳 責 茶 色

外 面一 部 乳責 茶 色
内面にもみ

“
灰 責 色土

青 餞
碗
(21.0) (1.4 ) 密 淡 灰 緑 色

瓦  器
皿
(106) (09 )

嗜 灰 責 色

(灰  責  色 )

-12

図 版 -7
灰責色粘土 (192) (1.1 )

淡 灰 色 一 部 黒灰 色

(おもに黒灰色と黄灰色)
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挿図番号

図版番号

名

区

跡遺

地
出土地点 器  種

法    風  cca)
焼 成 胎 土

色     調
(内   面 )

備  考
口  径 器 高 高台径

第 17図 -13

図 版 -7
自然口:遺 跡 灰黄色帖土

土師器

堤
(122) (22 ) 良  好 密

色

＞色

責

土責

乳

く

(11.4) (CL8 )
色

＞色

責

茶

乳

乳淡

淡

＜

(236) (1.6 )
乳   茶   色
(茶     色 )

(14.4) (1.8 )
色

＞

茶

色

赤

茶

乳

責

淡

く

( 90) (1.6 )
色

＞色

灰

灰乳

淡

く

-18
灰 責 色上 (09 ) ( ■7)

色

＞色

灰

灰茶

茶

責淡

責

く

上師器

皿
(17.0) (1.0 )

乳 灰 色 一 部灰 責 色

(乳 灰 責 色 )
―

"図 版 -7
灰黄色粘土

土師器

婉
(128) (25 ) 赤みがか った明茶色

(責 土に近 い茶色 )

土師器

皿
(124) ) 淡 乳 茶 色

-22

図 版 -7 (138) (25 )
灰   黄   色
(明灰色暗灰色のムラ有)

第25図 -1 |,光寺OmD
」卿 6-l区

表 上
瓦 器
婉
(17.4) (3  ) 密 (直径 l"の砂粒子

を含む ).
明 黒 灰 色

Q灰 色 責色のムラ有)
-2

図 版 -7
灰 褐 色土 (l a2) (1.5 ) 密

色

＞色

褐

褐黒

黒

く

(:2 ) (15 ) 黒        色

(濃  灰  色 )

攪 乱 内 (160) (30 ) 茶   褐    色
(黒    色 )

灰 褐 色 土
瓦  器

lln

(H.0) )
色

＞

灰

色

＋

灰

色

味

責

責

淡

く

( 86) 〉
灰       色

(黒     色 )

図 版 -7
瓦 器
婉

(085) ( 4.2)
色

＞色

褐

灰濃

濃

＜

(08 ) ( 5.2) 密 (直経 l"前 後の砂
粒子を少量含む )

濃 灰 茶 色

(濃  灰  色 )

攪 乱 内 ( α5) (1.5 ) 密
色

＞色

責

黄

灰

灰暗

明

く

灰 渦 色土 (12 ) 〉 密 (徴砂粒子を含む )
淡 灰 責 土 色

(淡 茶 灰 色 )
須.懸器
( 68) (1.3 ) 密

乳       褐

(乳  茶  色 )
-12

図 版 -7
土師質

羽釜
(24 ) 鍔

下径

(320)
密 (直径 l"前 後の砂
粒子を含む )

乳 責 茶 色

(乳  茶  色 )

1涎 版 -7
上P15質

壺
) (4  ) 非常に粗い (直径 1～

3"の砂粒子を含む )
色

＞色

灰

灰

茶

茶明

暗

く

上師器

塊
(1.25) ( α4) 密

淡 黒 褐 色

(黄  茶  色 )

表 (1.4 ) ( 7.6)
淡 乳 茶 色

(乳  茶  色 )

灰 褐 色土 (135) (6 ) 乳 責 茶 色

(黒  茶  色 )

(Q85) ( 4.:) 褐       色

(責  茶  色 )

(Q6 ) ( ■2) やや良
色

＞色

茶

褐淡

赤

く

灰 渦 色 上
土師質

4ヽ皿
( 7.2) (l.3 ) 良  好 密 (精良な粘土を使用)

色

，茶
”
げ

茶

乳

く

図 版 -7 攪 乱 内 土師器
婉
(16 ) (22 ) 密 (精良な帖土を使用 )|

責   灰   色
(や や 乳 灰 色 )

灰 褐 色 土
土師器 (10 ) (12 ) 密(精良な粘土を使用)

色

♭色

土

土

責

責洩

淡

＜

( 9.3) (1.2 )
良 (直怪 l口前後の砂

粒子を含む )

色

＞色

茶

茶

責

責淡

淡

＜

-23

図 版 -7 括 ( 86) (1.2 ) 密 (直怪 1"前 後の砂
粒子を少量含む )

乳   茶    色
(淡 乳 茶 色 )

遺 物 観 察 表 (2)
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遺 物 観 察 表 ほ)

挿図番号

図版番号

名

区

跡遺

地
出土地点 器 種

法    量  cca)
焼 成 胎 土

色     調
(内   面 ) 備  考

口  怪 器  高 高台径

第25図 -24 神た寺(血D
io跡86-:区

灰 褐 色土
土師器
( a2) (1.7 ) 良  好 密

色

＞色

茶

褐淡

淡

く

土師質
(126) (1.4 )

密 (直怪 1“前後の砂

粒子を少量含む )

色

＞色

褐

褐

茶

茶暗

乳

く

-26
攪 乱 内

土師質
( 9.6) (1.7 )

密 (直径 05口前後の
砂粒子を含む )

淡 乳 責 茶 色

灰 褐 色 土
土師器

婉
(108) (1.2 )

密 (直径 10前 後の砂
粒子を少量含む )

乳 赤 茶 色

(責  茶  色 )
内面に付着物

あり

―

" 耕 作 土
上師器 (:22) (13 )

密 (直経 Q5口前後の
砂粒子を少量含む レ

淡 茶 褐 色

(乳  褐  色 )

灰 褐 色 土 ( 38) (085) 密 に ぶ い 責 橙

-30
攪 乱 内

土師器

婉
( ■7) (1.4 ) 乳 茶 色

-31

図 版 -7
灰 褐 色土

須恵器

甕
(50 ) (2.6 )

密(黒色粒子を多く合

む )
明 責 灰 色

(暗  灰  色 )

磁 器
碗
(166) (o7 ) 密

色

＞色

灰

灰

乳

乳淡

淡

く

-33 磁  器
鉢
(1&2) (4.5 ) 釉 、 緑 味 灰 色

攪 乱 内
磁  器
碗
(10 ) (24 )

色

＞色

灰

灰責

青

青淡

淡

く

-35

図 版 -7
灰 褐 色土

陶  器

婉
( 86) (20 )

明 茶 褐 色

釉 :黒 と自の流 し力
“
ナ
萩 焼

陶  器
) ( 4.0)

色

緑

白

味灰

灰淡

釉

攪 乱 内
伊万里

碗
( 7.8) (1.6 )

色

＞色

自

白乳

乳

く

灰 褐 色土 (11.0) (1.6 )
色

＞色

灰

灰

青

青乳

淡

く

陶  器
( 7.0) (1.8 )

乳   茶   色
(淡 乳 茶 色 )

攪 乱 内 伊
万里

碗
( 88) (275) 釉 :青 味 白 色

(22 ) ( 3.6) 釉 :淡 灰 白 色

表 土 (128) (255) 釉 :赤 味 乳 色

備 前
柵鉢
(260) )

密 (直径 2-4口 の砂
粒子を含む )

色

＞色

褐

褐

赤

赤明

暗

＜

-44

図 版 -7 攪 乱 内
土師質

管状土鍾

直径

(1.1 )

残存長
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